元朝の馬羊牛賜与 by 奥山 憲夫
は
じ
め
に
元
朝
で
は
皇
位
継
承
法
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
宗
室
や
諸
王
が
大
き
な
力
を
も
ち
、
彼
ら
に
莫
大
な
賜
与
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
が
財
政
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
(
１)
。
賜
与
に
は
金
、
銀
、
鈔
、
或
い
は
幣
、
帛
、
綾
、
錦
、
布
等
の
織
物
、
毛
皮
、
衣
服
や
玉
帯
等
の
装
身
具
、
弓
矢
、
甲
冑
等
の
武
具
、
鞍
勒
等
の
馬
具
、
馬
、
羊
、
牛
等
の
家
畜
な
ど
極
め
て
多
様
な
物
品
が
用
い
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
馬
、
羊
、
牛
等
に
注
目
し
、
そ
の
数
量
や
賜
与
の
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
前
田
直
典
氏
が
元
代
の
馬
価
の
変
動
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
が
(
２)
、
中
統
元
年
(
一
二
六
〇)
に
は
二
〇
両
ほ
ど
だ
っ
た
馬
一
頭
の
値
段
が
至
元
一
六
年
(
一
二
七
九)
に
は
四
倍
、
二
六
年
に
は
七
・
五
〜
一
二
倍
に
上
が
り
、
仁
宗
の
延
祐
二
年
(
一
三
一
五)
に
は
一
五
倍
、
末
期
の
至
正
一
四
年
(
一
三
五
四)
に
は
二
五
倍
の
五
〇
〇
両
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
馬
価
の
動
向
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
賜
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
最
初
に
馬
羊
牛
賜
与
表
を
示
す
が
、
内
容
的
に
賜
与
と
区
別
の
つ
か
な
い
賑
恤
の
事
例
や
関
連
す
る
臨
時
的
な
支
出
も
含
め
て
い
る
。
ま
た
至
順
三
年
以
後
は
殆
ど
事
例
が
な
い
の
で
表
示
し
て
い
な
い
。
一
中
統
・
至
元
年
間
の
賜
与
世
祖
朝
の
三
〇
余
年
間
と
そ
れ
以
後
で
は
か
な
り
様
相
が
異
な
る
の
で
、
ま
ず
中
統
・
至
元
年
間
か
ら
表
示
中
の
主
な
事
例
の
内
容
を
確
認
す
る
。
中
統
二
年
(
一
二
六
一)
に
表
示
し
た
馬
価
銀
四
九
〇
〇
両
は
、
鞏
昌
路
総
帥
汪
惟
正
の
配
下
で
戦
功
を
あ
げ
た
将
校
に
銀
二
五
〇
〇
両
を
賜
わ
っ
た
際
に
、
こ
れ
と
は
別
に
馬
の
購
入
費
と
し
て
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
翌
三
年
の
牛
三
〇
〇
頭
は
西
京
の
蒙
古
戸
に
米
一
〇
〇
〇
石
と
と
も
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
賑
恤
の
性
格
の
強
い
事
例
で
あ
る
。
翌
四
年
の
鈔
は
額
が
不
明
だ
が
益
都
路
の
無
牛
の
貧
民
に
支
給
さ
れ
た
も
の
で
、
牛
の
購
入
費
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
ま
た
屯
田
用
の
牛
の
購
入
の
為
に
鈔
が
支
給
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
(
３)
。
更
に
牛
馬
銀
六
万
三
一
〇
〇
両
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
諸
王
爪
都
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
統
四
年
は
、
別
稿
で
述
べ
る
一
元
朝
の
馬
羊
牛
賜
与
奥
山
憲
夫
馬 羊 牛 賜 与 表
至元12 馬 2,180, 羊 300,
牛 5,800
３月壬辰, ９
月乙亥, ９月
丁丑
憲宗７
丁已
馬 300, 羊 5,000 ９月
至元13 馬, 羊, 羊馬価 ７月壬寅, 10
月乙亥, 12月
庚寅
憲宗８
戊午
至元14 羊馬価鈔 8,452錠 12月乙亥 中統１
至元15 馬価幣帛 2000匹 10月辛酉 中統２ 馬価銀 4,900両 ７月癸亥
至元16 馬600, 羊１万, 牛,
馬驢価鈔, 馬牛羊価鈔
1,800錠, 羊馬鈔
２月丙午, ５
月己巳, ５月
丙子, ６月甲
辰, ７月癸酉,
８月甲辰
中統３ 牛 300 ４月庚子
中統４ 鈔, 牛馬銀６万3100両 正月甲午, ７
月庚子, ８月
甲寅
至元17 馬, 羊, 馬牛羊価鈔,
羊馬価鈔２万8003錠
２月辛丑, ３
月辛未, ６月
戊戌, ８月癸
巳, ９月丁卯
中統５
至元１
至元18 馬, 羊, 牛, 馬価鈔
800錠, 羊馬価鈔
６月壬辰, ８
月壬辰, 閏８
月壬戌, ９月
壬辰, 10月辛
酉, 12月丙辰
至元２ 馬価鈔 1,023錠 ６月辛未
至元３
至元19 驢 4,940, 馬, 羊, 牛,
羊馬鈔
２月甲午, ３
月辛酉朔, ６
月己酉, 11月
戊寅, 12月癸
卯
至元４
至元５
至元20 馬 2,000, 牛 600,
羊馬価鈔,
羊馬価鈔10万錠, 牛価
正月壬戌, ３
月己卯, ３月
壬午, ５月己
卯, ７月庚辰,
８月庚戌, 11
月戊辰, 12月
甲申, 12月壬
辰
至元６
至元７ 馬２万6000, 牛 4,000,
羊６万
６月丁亥
至元８ 羊馬価鈔１万1167錠 是歳
至元21 馬１万0195,
羊１万0060
６月甲戌 至元９ 軍馬１万2991,
羊６万1531
12月戊午
至元22 馬 8,826, 羊１万6634,
牛11,
羊馬価鈔３万7757錠
10月戊午,
是歳
至元10
至元11 馬３万,
羊10万
10月辛未
二
大徳５ 馬１万,
市馬鈔 47万2700錠,
羊馬価鈔 14万3000錠
２月丙申, ３
月己巳, ５月
己酉, ７月辛
亥, ８月戊辰
至元23 馬１万1290,
羊 10万6269,
羊馬鈔 15万2023錠,
牛の当価鈔
10月乙巳, 10
月乙卯, 12月
癸卯, 12月丙
辰, 是歳
大徳６ 馬,
馬 6,000の購入費
正月丙午, ２
月癸酉
至元24 馬１万2200,
羊３万2600,
駝 100余,
羊馬鈔 25万3500錠
９月乙巳, 12
月癸酉, 是歳
大徳７
至元25 馬３万7964,
羊 14万7266,
駝 180,
馬羊 100,
羊馬鈔 29万0147錠
12月甲戌, 12
月庚辰
大徳８ 馬１万3500,
馬料価鈔 3900錠,
馬１万0500の代価5万
2500錠
３月戊辰, 10
月辛巳, 11月
壬辰
至元26 市馬鈔１万錠 ７月丁亥
大徳９
至元27 馬, 牛,
羊価鈔 609錠
正月庚申,
正月丙寅,
12月丙戌
大徳10
大徳11 至元28 馬１万, 牛 ２月辛未,
２月己卯
至大１ 至元29 馬, 牛, 羊の購入の為
の銀 11万9900両
９月甲申, 12
月壬子
至大２ 馬購入の為の鈔
１万5000錠
８月甲寅 至元30 牛価鈔,
羊馬価鈔 43万4500錠
２月己丑,
是歳
至大３ 羊馬購入の為の鈔７万
錠, 牛購入の鈔, 馬購
入の為の鈔３万錠
３月乙酉, ４
月庚戌, 11月
戊子
至元31 牛価鈔 2,600錠,
馬 1,190の代価
６月丙午,
７月乙卯
元貞１ 市馬鈔 17万錠 ３月丙午,
４月戊戌
至大４
元貞２ 軍馬 7,200 ６月己亥
皇慶１ 牛 2,000, 羊馬価鈔 ２月丙子, ６
月己巳
大徳１ 馬, 牛, 羊,
牛購入の為の鈔
10月戊午, 11
月丁丑
皇慶２ 馬１万, 駝 36 ４月癸酉, ６
月甲申
大徳２ 馬１万, 牛 ８月癸未, ９
月己丑
延祐１
大徳３ 馬 5,000購入の為の鈔 ４月己卯
延祐２ 牛, 馬羊購入の為の鈔 ６月戊戌, ７
月乙卯, 12月
癸巳 大徳４ 馬２万2900 ４月戊午, 12
月癸巳
延祐３
三
が
、
こ
れ
ま
で
年
間
九
万
両
前
後
で
推
移
し
て
き
た
賜
与
銀
両
が
二
一
万
余
両
に
急
増
し
た
年
で
あ
る
が
、
こ
の
牛
馬
銀
が
か
な
り
の
比
重
を
し
め
て
い
る
。
至
元
元
年
は
阿
里
不
哥
が
降
伏
し
て
世
祖
政
権
が
安
定
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
世
祖
朝
で
最
も
多
い
五
七
万
余
両
の
銀
が
賜
与
さ
れ
た
年
で
あ
る
が
、
一
方
で
表
の
如
く
馬
羊
牛
関
連
の
賜
与
は
み
ら
れ
な
い
。
至
元
二
年
の
馬
価
鈔
一
〇
二
三
錠
は
諸
王
阿
朮
の
所
部
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
状
況
を
み
る
と
、
賑
恤
の
例
を
除
い
て
、
馬
価
銀
、
牛
馬
銀
の
よ
う
に
銀
で
購
入
費
を
与
え
る
こ
と
が
先
行
し
、
つ
い
で
鈔
で
支
給
す
る
か
た
ち
が
現
れ
た
わ
け
だ
が
、
馬
羊
牛
現
物
の
賜
与
が
始
め
て
本
格
的
に
行
な
わ
れ
た
の
は
至
元
七
年
(
一
二
七
一)
で
あ
る
。
こ
の
年
の
項
に
表
示
し
た
頭
数
は
、
皇
子
南
木
合
に
賜
わ
っ
た
馬
六
〇
〇
〇
頭
、
羊
一
万
頭
、
牛
三
〇
〇
〇
頭
と
北
辺
の
戍
軍
に
対
す
る
馬
二
万
頭
、
羊
五
万
頭
、
牛
一
〇
〇
〇
頭
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
世
祖
朝
の
最
初
一
〇
年
程
は
馬
羊
牛
の
賜
与
は
極
く
少
な
か
っ
た
が
、
至
元
七
年
以
後
、
馬
羊
牛
の
現
物
と
鈔
に
よ
る
賜
与
が
恒
常
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
至
元
七
年
に
北
辺
の
軍
に
多
数
の
馬
が
賜
与
さ
れ
た
の
は
、
前
年
に
海
都
の
乱
が
一
段
と
深
刻
化
し
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
至
元
八
年
の
羊
馬
価
鈔
一
万
一
一
六
七
錠
は
、
是
歳
の
条
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
賜
与
対
象
や
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
至
元
九
、
一
一
年
に
は
多
数
の
馬
羊
の
賜
与
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
皇
子
北
平
王
南
木
合
に
与
え
ら
れ
た
。
一
二
年
に
表
示
し
た
馬
羊
も
南
木
合
の
所
部
に
賜
わ
っ
た
も
の
な
の
で
、
延祐４
延祐５ 馬羊価鈔 14万5992錠,
牛羊購入の為の鈔２万
錠, 馬価鈔, 賜与の為
の馬１万を購入
３月癸酉, ４
月庚子, ７月
甲子, ９月丙
寅, ９月壬申
延祐６ 馬１万, 羊 10万, 馬
購入の為の鈔１万2120
錠
７月庚辰, 閏
８月丙辰
延祐７ 賜与の為に馬 13万,
羊 54万を購入, 賜与
の為に馬３万を括す
３月庚子, ７
月壬戌, ７月
壬午
至治１ 牝馬 ８月庚戌
至治２
至治３ 賜与の為の羊馬購入鈔
20万錠, 牛
５月乙卯, ７
月癸卯
泰定１ 馬, 羊, 牛, 駝, 牝馬
１万を購入
４月辛酉, ４
月甲子, ４月
丙寅
泰定２
泰定３
泰定４
致和１
天暦１ 馬1,600を購入 10月甲午, 10
月癸丑
天暦２
至順１ 賜与の為の馬購入鈔
3000錠
10月甲子
至順２ 賜与の為の馬, 駝購入
鈔１万錠
２月丙寅
四
南
木
合
に
は
至
元
七
年
以
来
、
馬
五
万
一
一
七
一
頭
、
羊
一
七
万
一
八
三
一
頭
、
牛
三
〇
〇
〇
頭
が
賜
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
二
年
の
牛
五
八
〇
〇
頭
は
襄
陽
の
官
牛
を
貧
民
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
賑
恤
の
一
環
で
あ
る
。
同
年
に
は
こ
の
ほ
か
数
量
は
不
明
だ
が
、
九
月
に
皇
子
西
平
王
所
部
の
鴨
城
の
守
備
軍
に
人
ご
と
に
馬
三
頭
を
賜
わ
っ
た
事
例
が
あ
る
(
４)
の
で
、
賜
与
総
数
は
表
示
の
数
を
か
な
り
う
わ
ま
わ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
至
元
一
三
年
は
数
量
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
七
月
に
出
征
す
る
李
庭
と
そ
の
部
将
ら
に
鈔
、
衣
服
、
甲
仗
と
と
も
に
馬
を
賜
わ
り
、
一
〇
月
に
は
皇
子
北
平
王
南
木
合
麾
下
の
出
征
軍
の
中
で
貧
乏
な
者
に
羊
馬
と
幣
帛
を
与
え
、
一
二
月
に
諸
王
乃
蛮
帯
ら
に
鈔
と
み
ら
れ
る
羊
馬
価
を
賜
わ
っ
た
(
５)
の
で
、
そ
の
合
計
は
か
な
り
の
数
量
に
の
ぼ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
至
元
一
四
年
の
羊
馬
価
鈔
八
四
五
二
錠
は
諸
王
也
不
干
、
燕
帖
木
児
ら
五
二
九
人
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
至
元
一
五
年
の
馬
価
幣
帛
二
〇
〇
〇
匹
は
諸
王
合
答
乞
帯
の
配
下
の
軍
士
に
与
え
ら
れ
た
が
、
馬
価
を
幣
帛
で
賜
与
し
た
の
は
前
後
に
み
ら
れ
ず
、
や
や
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
至
元
一
六
年
に
表
示
し
た
馬
六
〇
〇
頭
、
羊
一
万
頭
は
、
八
月
に
諸
王
阿
只
吉
に
糧
五
〇
〇
〇
石
と
と
も
に
賜
わ
り
、
馬
牛
羊
価
鈔
一
八
〇
〇
錠
は
五
月
に
完
都
、
河
南
の
七
駅
の
貧
乏
な
民
に
賑
恤
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
二
月
に
困
窮
し
た
蒙
古
軍
や
新
附
の
漢
軍
に
賜
わ
っ
た
馬
牛
羊
と
馬
驢
価
鈔
、
五
月
の
皇
子
奥
魯
赤
、

里
答
お
よ
び
千
戸
伯
牙
兀
帯
の
所
部
に
対
す
る
羊
馬
、
六
月
に
諸
王
の
所
部
に
銀
、
鈔
、
幣
帛
、
衣
服
、
鞍
勒
、
弓
矢
と
と
も
に
賜
与
し
た
羊
馬
価
鈔
、
七
月
に
諸
王
納
里
忽
麾
下
の
戦
功
を
あ
げ
た
将
校
に
賜
わ
っ
た
羊
馬
の
四
例
が
あ
る
(
６)
。
受
給
者
や
記
事
の
内
容
か
ら
み
て
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
っ
た
可
能
性
が
た
か
く
、
こ
の
年
の
賜
与
は
表
示
の
額
を
大
幅
に
う
わ
ま
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
至
元
一
七
年
の
羊
馬
価
鈔
二
万
八
〇
〇
三
錠
は
、
九
月
に
諸
王
八
剌
合
ら
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
二
月
の
四
川
の
貧
民
等
に
対
す
る
馬
牛
羊
価
鈔
、
三
月
の
皇
子
北
平
王
南
木
合
に
賜
わ
っ
た
羊
馬
価
と
諸
王
忙
古
帯
ら
へ
の
羊
馬
、
六
月
の
諸
王
の
配
下
で
戦
功
が
あ
っ
た
将
士
へ
の
羊
馬
価
鈔
、
八
月
の
迷
里
兀
合
、
怯
魯
憐
ら
に
賜
わ
っ
た
羊
馬
と
牛
羊
馬
価
は
額
が
不
明
だ
が
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
っ
た
と
み
ら
れ
る
(
７)
。
至
元
一
八
年
で
、
額
の
分
か
る
馬
価
鈔
八
〇
〇
錠
は
、
高
麗
国
王
に
駅
伝
整
備
の
為
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
六
件
の
受
給
者
と
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
六
月
の
羊
馬
価
鈔
は
皇
子
北
平
王
南
木
合
所
部
の
工
匠
、
八
月
の
羊
馬
価
鈔
は
歓
只
兀
部
及
び
衆
家
奴
ら
の
先
の
負
担
に
対
す
る
償
還
、
閏
八
月
の
羊
馬
価
は
站
匠
等
に
対
す
る
償
還
で
あ
り
、
九
月
に
幣
帛
・
衣
服
と
と
も
に
羊
馬
を
賜
っ
た
の
は
范
文
虎
麾
下
の
将
士
、
一
〇
月
に
馬
羊
牛
と
羊
馬
鈔
を
賜
与
さ
れ
た
の
は
諸
王
阿
只
吉
ら
、
一
二
月
の
馬
価
鈔
は
阿
只
吉
に
対
す
る
償
還
で
あ
っ
た
(
８)
。
至
元
一
九
年
の
驢
四
九
四
〇
頭
は
、
甘
州
の
逃
亡
兵
二
二
〇
〇
人
が
再
び
帰
附
し
、
家
族
と
一
緒
に
も
と
の
配
備
地
に
戻
り
た
い
と
請
う
た
の
を
認
め
、
鈔
一
万
六
二
〇
錠
、
布
四
九
四
〇
匹
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
三
月
に
烏
蒙
の
叛
乱
討
伐
に
当
た
っ
た
蒙
古
、
漢
人
の
将
兵
で
戦
功
の
あ
っ
た
者
に
賞
賜
と
し
て
与
え
た
馬
羊
牛
、
六
月
に
禦
盗
の
功
を
も
っ
て
太
子
府
の
宿
衛
軍
に
賜
わ
っ
た
馬
、
一
二
月
に
皇
子
北
安
王
の
麾
下
に
賜
わ
っ
た
馬
羊
牛
の
事
例
が
あ
る
。
羊
馬
鈔
と
あ
る
の
は
一
一
月
に
諸
王
の
配
下
の
貧
乏
な
者
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
(
９)
。
至
元
二
〇
年
(
一
二
八
三)
は
事
例
が
多
い
が
、
馬
二
〇
〇
〇
頭
は
一
二
月
に
別
速
帯
の
麾
下
の
軍
に
対
し
て
、
幣
帛
七
〇
〇
〇
匹
、
衣
服
と
と
も
に
賜
わ
り
、
五
牛
六
〇
〇
頭
は
正
月
に
乞
里
吉
思
の
困
窮
者
に
与
え
、
羊
馬
価
鈔
一
〇
万
錠
は
五
月
に
諸
王
只
必
帖
木
児
に
賜
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
馬
羊
牛
の
現
物
で
賜
与
し
た
も
の
に
は
三
月
に
皇
子
北
平
王
の
所
部
に
賜
わ
っ
た
例
、
八
月
に
北
安
王
の
所
部
に
鈔
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
事
例
、
一
一
月
に
諸
王
の
所
部
に
賜
与
し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
三
月
に
出
征
す
る
各
衛
軍
に
馬
価
鈔
を
給
し
、
七
月
に
は
将
士
に
自
己
負
担
さ
せ
て
い
た
羊
馬
価
鈔
を
償
還
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
賜
与
の
対
象
か
ら
み
て
か
な
り
の
数
量
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
(
)
。
以
上
の
よ
う
に
、
数
量
不
明
の
事
例
も
少
な
く
な
い
が
、
至
元
七
年
に
本
格
化
し
て
以
来
、
馬
羊
牛
の
現
物
か
馬
羊
牛
価
鈔
と
し
て
購
入
費
を
鈔
で
賜
与
す
る
か
た
ち
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
主
な
受
給
者
は
宗
室
、
諸
王
と
軍
で
あ
り
、
こ
れ
に
賑
恤
の
一
環
と
し
て
困
窮
者
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
至
元
二
一
年
頃
か
ら
そ
の
数
量
は
明
ら
か
に
増
加
し
た
。
至
元
二
一
年
に
表
示
し
た
馬
一
万
余
頭
、
羊
一
万
余
頭
は
共
に
朶
魯
朶
海
、
扎
剌
伊
児
の
所
部
の
困
窮
者
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
至
元
二
二
年
に
表
示
し
た
も
の
の
う
ち
馬
六
二
九
頭
は
、
皇
子
脱
歓
、
諸
王
阿
魯

、
只
吉
不
花
、
公
主

家
真
ら
に
対
し
て
鈔
七
七
三
二
錠
、
衣
段
一
〇
〇
匹
、
弓
一
〇
〇
〇
張
、
矢
二
万
発
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
。
馬
八
一
九
七
頭
、
羊
一
万
六
六
三
四
頭
、
牛
一
一
頭
は
、
諸
王
阿
只
吉
、
小
厮
、
総
帥
汪
惟
正
の
所
部
及
び
ビ
ル
マ
、
チ
ャ
ン
パ
へ
の
遠
征
軍
に
対
す
る
賞
賜
と
し
て
、
鈔
五
万
三
五
四
一
錠
、
米
二
万
二
一
〇
〇
石
、
絹
帛
八
万
一
〇
〇
〇
匹
、
木
綿
二
万
七
二
七
九
匹
、
綿
五
三
〇
斤
、
甲
一
〇
〇
〇
領
、
弓
一
〇
〇
〇
張
、
衣
一
七
九
襲
と
い
う
大
量
の
物
品
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
羊
馬
価
鈔
三
万
七
七
五
七
錠
も
阿
只
吉
ら
七
人
の
諸
王
に
布
四
〇
〇
〇
匹
、
絹
二
〇
〇
〇
匹
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
一
〇
月
に
合
剌
禾
州
の
饑
民
に
対
し
、
戸
ご
と
に
種
二
石
と
牛
二
頭
を
支
給
し
た
事
例
が
あ
り
、
こ
の
年
の
賜
与
数
量
は
表
示
額
を
更
に
上
ま
わ
る
(
)
。
翌
至
元
二
三
年
に
は
賜
与
額
は
更
に
増
大
し
二
四
、
二
五
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
の
時
期
を
迎
え
た
。
二
三
年
は
数
量
も
受
給
者
も
不
明
の
事
例
が
な
く
、
賜
与
数
は
表
示
の
通
り
だ
が
、
こ
の
中
の
馬
四
〇
〇
〇
頭
は
一
〇
月
に
皇
子
脱
歓
の
所
部
に
人
ご
と
に
三
頭
を
給
し
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
の
馬
七
二
九
〇
頭
と
羊
三
万
六
二
六
九
頭
、
羊
馬
鈔
一
五
万
一
九
二
三
錠
は
、
皇
子
奥
魯
赤
、
脱
歓
、
諸
王
朮
伯
、
也
不
干
ら
に
対
し
て
、
幣
帛
、
木
綿
三
二
八
八
匹
、
貂
裘
一
四
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
羊
七
万
頭
は
、
一
二
月
に
諸
王
朮
伯
の
所
部
の
軍
士
五
〇
〇
〇
人
と
探
馬
赤
二
〇
〇
〇
人
に
、
銀
一
万
五
〇
〇
〇
両
、
鈔
三
〇
〇
〇
錠
と
と
も
に
与
え
ら
れ
た
。
同
月
に
は
更
に
安
南
国
王
陳
益
稷
に
羊
馬
鈔
一
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
合
迷
里
の
貧
民
に
牛
、
種
を
賜
わ
る
こ
と
と
し
、
当
価
鈔
と
し
て
一
万
六
二
〇
〇
錠
を
支
給
し
た
。
至
元
二
四
年
の
表
示
の
う
ち
、
羊
一
万
頭
は
九
月
に
阿
沙
麾
下
の
軍
に
米
二
万
石
と
と
も
に
支
給
さ
れ
、
馬
一
万
二
二
〇
〇
頭
、
羊
二
万
二
六
〇
〇
頭
、
駝
一
〇
〇
頭
は
諸
王
配
下
の
軍
に
、
羊
馬
鈔
二
五
万
三
五
〇
〇
余
錠
は
皇
子
、
諸
王
、

馬
ら
に
分
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
一
二
月
に
諸
王
薛
徹
都
ら
の
居
留
地
で
七
昼
夜
に
及
ぶ
大
雨
に
よ
っ
て
多
く
の
羊
畜
が
死
ん
だ
の
に
対
し
て
鈔
一
万
四
六
七
錠
を
支
給
し
た
例
が
あ
る
が
、
羊
畜
の
購
入
費
な
の
か
単
な
る
賑
恤
な
の
か
明
確
で
は
な
い
の
で
表
示
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
至
元
二
五
年
も
数
量
不
明
の
事
例
は
な
く
、
賜
与
額
は
表
示
の
と
お
り
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
駝
一
〇
〇
頭
は
、
一
二
月
に
安
西
王
阿
難
答
が
軍
士
の
饑
困
を
訴
え
、
且
つ
駝
を
欠
く
と
述
べ
て
賜
与
を
要
請
し
た
六
の
に
対
し
、
世
祖
が
米
六
〇
〇
〇
石
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
馬
二
万
六
九
一
四
頭
、
羊
一
〇
万
二
一
〇
頭
、
牛
九
〇
〇
頭
、
駝
八
頭
、
羊
馬
鈔
二
九
万
一
四
七
錠
は
一
二
月
に
皇
子
愛
牙
赤
の
所
部
に
、
馬
六
七
二
五
頭
、
羊
一
万
二
八
五
七
頭
、
牛
四
〇
頭
は
、
鈔
二
一
万
六
〇
〇
錠
と
と
も
に
諸
王
中
の
困
窮
し
て
い
る
者
に
、
馬
羊
一
〇
〇
頭
は
戦
闘
で
妻
子
家
財
を
失
っ
た
者
に
賜
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
馬
四
三
二
五
頭
、
羊
三
万
四
一
九
九
頭
、
駝
七
二
頭
、
牛
三
〇
頭
は
、
か
つ
て
こ
れ
ら
の
も
の
を
軍
用
に
供
し
た
者
に
対
し
、
鈔
一
六
七
〇
錠
を
加
え
て
償
還
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
至
元
二
一
年
以
降
、
特
に
二
三
、
二
四
、
二
五
年
と
馬
羊
の
現
物
と
羊
馬
価
鈔
の
賜
与
額
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
確
認
で
き
る
世
祖
朝
全
体
の
馬
の
賜
与
の
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
羊
は
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
鈔
は
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
の
三
年
間
に
賜
与
さ
れ
た
。
特
に
鈔
の
増
加
が
著
し
く
、
年
ご
と
に
拡
大
し
て
至
元
二
五
年
に
は
二
九
万
余
錠
に
達
し
た
。
当
時
、
南
海
方
面
で
の
用
兵
が
続
き
、
北
方
で
も
至
元
二
四
年
に
興
安
嶺
方
面
の
太
祖
諸
弟
の
子
孫
が
海
都
に
呼
応
し
、
七
三
才
の
世
祖
自
ら
出
陣
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
危
機
的
状
況
の
中
で
、
世
祖
と
し
て
は
北
辺
の
戦
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
諸
王
を
自
分
の
側
に
引
き
付
け
動
揺
さ
せ
な
い
措
置
が
必
要
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、
馬
羊
関
連
の
賜
与
の
増
加
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
別
稿
で
述
べ
る
が
、
こ
の
頃
、
馬
羊
牛
と
同
様
に
金
銀
の
賜
与
も
急
増
し
て
お
り
、
至
元
二
五
年
(
一
二
八
八)
に
は
銀
だ
け
で
三
〇
万
両
に
達
し
、
翌
二
六
年
か
ら
毎
年
二
五
〜
四
〇
万
両
の
賜
与
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
一
方
、
至
元
二
四
年
に
は
至
元
鈔
が
発
行
さ
れ
、
銀
一
両
＝
至
元
鈔
二
貫
＝
中
統
鈔
一
〇
貫
の
比
価
が
定
め
ら
れ
た
。
中
統
鈔
を
基
準
に
す
れ
ば
銀
は
五
倍
に
な
っ
た
わ
け
で
、
馬
羊
牛
等
の
値
段
も
大
幅
に
値
上
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
諸
王
ら
受
給
者
の
馬
羊
牛
の
現
物
に
対
す
る
要
求
が
強
ま
り
、
政
府
は
馬
羊
の
賜
与
増
加
に
努
め
る
と
同
時
に
、
ま
か
な
い
き
れ
な
い
部
分
を
羊
馬
価
鈔
の
か
た
ち
で
賜
与
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
至
元
二
五
年
を
ピ
ー
ク
に
馬
羊
の
賜
与
は
や
や
低
調
に
な
る
。
そ
れ
は
至
元
二
十
六
年
以
後
に
金
銀
の
賜
与
額
が
増
加
し
た
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
の
賜
与
も
受
給
者
は
宗
室
、
諸
王
が
主
体
で
あ
り
、
金
銀
と
馬
羊
は
相
互
に
補
完
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
至
元
二
五
年
は
両
者
と
も
に
多
く
、
や
や
例
外
的
な
年
で
あ
っ
た
が
、
一
方
が
多
い
と
き
は
他
方
が
低
調
に
な
る
年
が
多
い
。
至
元
二
六
年
以
後
の
動
向
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
年
に
は
七
月
に
至
元
鈔
一
万
錠
を
発
し
て
燕
山
、
山
東
、
河
南
、
太
原
、
平
陽
、
保
定
、
河
間
、
平

で
馬
を
購
入
し
た
。
政
府
が
自
ら
必
要
と
す
る
馬
羊
を
購
入
す
る
例
は
成
宗
朝
以
後
に
次
第
に
多
く
な
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
早
い
事
例
で
あ
る
。
至
元
二
七
年
は
、
頭
数
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
正
月
に
回
回
の
屯
田
者
三
〇
〇
〇
戸
に
牛
、
種
を
、
河
西
の
軍
五
〇
〇
人
に
馬
を
賜
わ
り
(
)
、
一
二
月
に
は
貧
民
に
羊
馬
鈔
六
〇
九
錠
を
賜
わ
っ
た
。
至
元
二
八
年
の
項
に
表
示
し
た

馬
、
つ
ま
り
去
勢
馬
一
万
は
二
月
に
諸
王
世
速
帯
の
所
部
の
軍
士
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
、
牛
と
あ
る
の
は
二
月
に
上
都
で
屯
田
さ
せ
る
二
〇
〇
〇
人
に
鈔
二
万
錠
を
給
し
て
、
牛
と
農
具
を
購
入
さ
せ
た
事
例
で
あ
る
(
)
。
至
元
二
九
年
の
項
に
は
多
額
の
銀
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
宗
室
や
諸
王
に
対
す
る
賜
与
で
は
な
く
、
烏
思
蔵
等
の
駅
站
を
再
建
す
る
為
に
馬
羊
牛
の
購
入
費
を
銀
で
支
給
し
た
も
の
で
、
至
元
年
間
で
は
珍
し
い
事
例
で
あ
る
(
)
。
至
元
三
〇
年
(
一
二
九
三)
の
牛
価
鈔
は
、
二
月
に
上
都
の
屯
軍
一
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
鈔
七
五
〇
〇
〇
錠
を
給
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
農
具
の
購
入
費
と
合
せ
た
額
で
牛
価
の
み
の
額
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
(
)
。
四
三
万
四
五
〇
〇
錠
と
い
う
多
額
の
羊
馬
価
鈔
は
同
年
の
是
歳
の
条
に
託
さ
れ
て
お
り
、
対
象
は
諸
臣
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
世
祖
朝
の
馬
羊
牛
の
賜
与
状
況
を
み
て
き
た
が
、
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
馬
一
六
万
四
二
四
六
頭
、
羊
五
四
万
四
六
六
〇
頭
、
牛
一
万
七
一
一
頭
、
駝
二
八
〇
頭
、
驢
四
九
四
〇
頭
に
達
す
る
。
こ
の
ほ
か
数
量
が
明
ら
か
で
な
い
事
例
も
少
な
く
な
く
、
至
元
二
五
年
の
事
例
の
よ
う
に
馬
羊
一
〇
〇
頭
と
あ
っ
て
各
々
の
数
が
分
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
加
え
れ
ば
表
示
の
数
を
か
な
り
上
ま
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
馬
価
銀
、
牛
馬
銀
の
よ
う
に
購
入
費
を
銀
で
支
給
し
た
の
は
三
件
の
み
だ
が
、
そ
れ
で
も
一
八
万
七
九
〇
〇
両
に
及
ぶ
。
た
だ
銀
で
の
支
給
は
至
元
二
九
年
を
最
後
に
、
そ
の
後
は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
世
祖
朝
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
至
元
一
五
年
に
馬
価
を
幣
帛
で
支
給
し
た
が
、
前
後
に
み
ら
れ
な
い
事
例
で
あ
る
。
結
局
、
馬
牛
羊
の
現
物
以
外
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た
の
は
鈔
で
あ
っ
た
。
至
元
二
年
に
馬
価
鈔
と
し
て
始
め
て
現
れ
る
が
、
こ
の
あ
と
次
第
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
最
も
一
般
的
な
か
た
ち
と
な
り
、
至
元
三
〇
年
に
は
四
三
万
余
錠
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。
確
認
で
き
る
だ
け
で
世
祖
朝
の
合
計
は
一
三
二
万
八
九
八
一
錠
に
の
ぼ
る
。
こ
の
よ
う
な
馬
羊
牛
の
賜
与
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
成
宗
朝
以
後
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
二
元
貞
年
間
以
後
の
賜
与
至
元
三
一
年
(
一
二
九
四)
正
月
に
世
祖
が
歿
し
、
四
月
に
成
宗
が
上
都
で
即
位
す
る
と
大
規
模
な
朝
会
賜
与
を
行
な
い
、
宗
室
、
諸
王
、

馬
等
に
多
額
の
金
、
銀
、
鈔
、
幣
帛
を
下
賜
し
た
。
一
方
、
こ
の
年
の
馬
羊
牛
関
連
の
賜
与
は
表
示
の
よ
う
に
極
く
少
な
い
。
馬
一
一
九
〇
頭
の
代
価
と
あ
る
の
は
、
出
征
す
る
軍
士
が
自
分
で
馬
を
調
達
し
た
の
に
対
し
て
、
六
月
に
そ
の
価
を
償
還
し
た
も
の
で
、
鈔
が
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
牛
価
鈔
二
六
〇
〇
錠
は
、
屯
田
の
為
に
瓜
州
、
沙
州
か
ら
甘
州
に
入
植
す
る
民
に
支
給
さ
れ
た
。
元
貞
元
年
(
一
二
九
五)
の
市
馬
の
為
の
鈔
一
七
万
錠
は
、
征
西
元
帥
が
麾
下
の
軍
に
給
す
る
馬
一
万
頭
を
購
入
す
る
為
の
費
用
と
し
て
三
月
に
支
給
し
た
五
万
錠
(
)
と
、
四
月
に
成
宗
に
扈
従
す
る
探
馬
赤
軍
に
市
馬
鈔
と
い
う
名
義
で
賜
わ
っ
た
一
二
万
錠
の
合
計
で
あ
る
。
元
貞
二
年
は
表
示
の
よ
う
に
一
例
の
み
だ
が
、
軍
馬
七
二
〇
〇
頭
は
諸
王
出
伯
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
、
成
宗
朝
で
は
始
め
て
現
物
が
用
い
ら
れ
た
。
大
徳
元
年
(
一
二
九
七)
の
馬
牛
羊
は
、
一
〇
月
に
困
窮
し
て
い
る
朶
甘
思
の
一
九
の
駅
站
に
支
給
し
、
牛
購
入
の
為
の
鈔
と
あ
る
の
は
、
一
一
月
に
総
帥
汪
惟
和
が
軍
を
率
い
て
沙
州
、
瓜
州
に
屯
田
さ
せ
る
の
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
が
(
)
、
ど
ち
ら
も
額
は
確
認
で
き
な
い
。
大
徳
二
年
の
項
に
示
し
た
馬
一
万
頭
は
、
八
月
に
四
川
に
出
征
す
る
軍
に
給
し
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
頭
数
は
確
認
で
き
な
い
が
、
九
月
に
は
守
備
の
交
代
で
和
林
に
赴
く
軍
に
馬
と
牛
を
支
給
し
た
。
大
徳
三
年
の
馬
五
〇
〇
〇
頭
の
購
入
費
は
、
和
林
宣
慰
司
を
通
じ
て
軍
に
与
え
る
為
の
も
の
で
あ
る
(
)
。
大
徳
四
年
の
馬
二
万
二
九
〇
〇
頭
は
、
四
月
に
皇
姪
海
山
麾
下
の
諸
王
の
軍
に
賜
与
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
一
二
月
に
雲
南
行
省
に
命
じ
て
、
八
百

婦
討
伐
に
出
征
す
る
軍
二
万
人
に
対
し
、
軍
士
一
〇
人
ご
と
に
馬
五
頭
を
支
給
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
つ
ま
り
一
万
頭
と
い
う
な
る
が
、
馬
が
足
り
な
け
れ
ば
牛
を
以
っ
て
補
え
と
も
い
っ
て
お
八
り
、
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
た
の
か
確
か
で
な
い
の
で
表
に
は
算
入
し
て
い
な
い
(
)
。
大
徳
五
年
に
示
し
た
馬
一
万
頭
は
二
月
に
脱
脱
ら
の
麾
下
に
給
さ
れ
た
。
市
馬
鈔
四
七
万
二
七
〇
〇
錠
と
あ
る
の
は
、
五
月
に
山
後
に
駐
屯
す
る
月
裏
可
里
の
軍
に
対
し
て
支
給
し
た
八
万
八
七
〇
〇
錠
と
、
七
月
に
諸
王
出
伯
の
軍
に
賜
わ
っ
た
鈔
三
八
万
四
〇
〇
〇
錠
の
合
計
で
あ
る
。
羊
馬
鈔
一
四
万
三
〇
〇
〇
錠
と
あ
る
の
は
、
八
月
に
定
遠
王
の
所
部
と
軍
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
額
は
不
明
だ
が
、
遼
陽
行
省
平
章
沙
藍
に
命
じ
て
一
万
人
を
山
後
に
駐
留
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
人
ご
と
に
馬
二
頭
、
合
せ
て
二
万
頭
の
価
を
支
給
し
た
。
更
に
北
方
の
駅
站
で
大
雪
の
為
に
多
数
の
馬
牛
が
死
ん
だ
の
で
鈔
一
万
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
が
、
全
額
が
馬
牛
の
購
入
に
当
て
ら
れ
た
か
ど
う
か
分
ら
な
い
の
で
表
示
の
数
に
は
算
入
し
て
い
な
い
(
)
。
つ
ま
り
、
こ
の
年
は
確
認
で
き
る
だ
け
で
市
馬
鈔
、
羊
馬
価
鈔
と
し
て
六
一
万
余
錠
と
い
う
莫
大
な
鈔
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
成
宗
朝
全
体
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
大
徳
六
年
(
一
三
〇
二)
は
額
を
表
示
で
き
な
い
が
、
雲
南
の
困
窮
し
て
い
る
站
戸
に
馬
と
鈔
を
賜
わ
っ
た
事
例
と
、
諸
王
出
伯
麾
下
の
軍
士
三
〇
〇
〇
人
に
各
々
馬
二
頭
を
与
え
る
為
の
費
用
を
賜
わ
っ
た
事
例
が
あ
り
(
)
、
後
者
は
か
な
り
の
額
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
大
徳
七
年
は
馬
羊
関
連
の
賜
与
が
な
か
っ
た
。
同
年
は
長
年
に
亙
る
海
都
の
乱
が
終
結
し
、
こ
の
前
後
に
は
極
く
低
調
だ
っ
た
銀
の
賜
与
が
突
出
し
て
二
〇
万
余
両
に
及
ん
だ
年
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
金
銀
と
馬
羊
の
賜
与
は
一
方
が
多
い
時
に
は
他
方
が
低
調
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
年
も
世
祖
朝
の
至
元
二
〇
年
代
後
半
や
成
宗
の
朝
会
賜
与
が
行
な
わ
れ
た
至
元
三
一
年
と
軌
を
一
に
す
る
。
大
徳
八
年
の
項
に
表
示
し
た
馬
一
万
三
五
〇
〇
頭
は
、
三
月
に
諸
王
出
伯
の
所
部
に
賜
わ
り
、
馬
一
万
五
〇
〇
頭
の
代
価
の
鈔
五
万
二
五
〇
〇
錠
と
あ
る
の
は
、
寧
遠
王
闊
闊
出
が
自
前
で
軍
に
支
給
し
た
馬
の
代
価
を
政
府
が
償
還
し
た
も
の
で
あ
る
。
馬
料
価
鈔
三
九
〇
〇
錠
は
、
一
〇
月
に
諸
王
阿
只
吉
の
所
部
に
給
し
た
飼
料
費
で
、
馬
羊
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
関
連
す
る
も
の
と
し
て
表
示
し
た
(
)
。
大
徳
九
、
一
〇
年
は
事
例
が
な
く
、
一
一
年
正
月
に
は
成
宗
が
歿
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
世
祖
朝
(
一
二
六
〇
〜
一
二
九
四)
で
は
馬
羊
の
現
物
と
馬
羊
価
鈔
と
い
う
か
た
ち
で
の
賜
与
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
鈔
に
重
点
が
掛
っ
て
く
る
状
況
が
看
取
さ
れ
た
。
成
宗
朝
(
一
二
九
五
〜
一
三
〇
七)
の
一
四
年
間
は
、
そ
の
傾
向
が
一
段
と
強
ま
っ
た
時
期
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
勿
論
、
馬
羊
の
現
物
賜
与
も
ま
だ
か
な
り
み
ら
れ
、
特
に
大
徳
二
、
四
、
五
、
八
年
は
多
く
、
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
馬
匹
賜
与
数
は
六
万
三
六
〇
〇
頭
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
世
祖
朝
に
比
べ
て
鈔
の
比
重
が
一
段
と
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
大
徳
五
年
を
ピ
ー
ク
に
成
宗
朝
を
通
じ
て
八
四
万
四
七
〇
〇
錠
に
の
ぼ
る
。
世
祖
朝
で
稀
に
あ
っ
た
銀
や
幣
帛
を
用
い
る
事
例
は
成
宗
朝
で
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
元
貞
元
年
、
大
徳
三
、
五
年
と
政
府
が
か
な
り
の
費
用
を
支
出
し
て
馬
匹
の
購
入
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
は
政
府
自
体
が
馬
匹
不
足
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
成
宗
の
歿
後
、
安
西
王
阿
難
答
を
擁
立
し
よ
う
と
す
る
勢
力
を
武
力
で
制
圧
し
て
懐
寧
王
海
山
が
武
宗
と
し
て
即
位
し
た
が
、
そ
の
経
緯
か
ら
し
て
武
宗
は
大
規
模
な
朝
会
賜
与
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
財
政
難
を
指
摘
す
る
中
書
省
の
要
請
に
よ
っ
て
減
額
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
確
認
で
き
る
だ
け
で
大
徳
一
一
年
に
は
金
五
八
〇
〇
両
、
銀
二
六
万
余
両
の
賜
与
を
実
施
し
た
。
九
一
方
、
こ
の
年
に
は
表
示
の
よ
う
に
馬
羊
関
連
の
賜
与
は
な
い
。
次
の
至
大
元
年
(
一
三
〇
八)
も
事
例
が
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
年
九
月
に
、
中
書
省
が
連
年
の
不
作
を
理
由
に
、
大
都
で
の
馬
の
飼
育
数
を
九
万
四
〇
〇
〇
頭
か
ら
五
万
頭
に
、
地
方
で
は
一
一
万
九
〇
〇
〇
余
頭
を
六
万
頭
に
と
、
ほ
ぼ
半
減
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
武
宗
の
承
認
を
得
た
(
)
。
政
府
自
体
が
馬
の
確
保
に
困
難
を
き
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
至
大
二
年
の
頃
に
表
示
し
た
鈔
一
万
五
〇
〇
〇
錠
は
、
八
月
に
諸
王
怯
里
不
花
に
率
い
ら
れ
て
和
林
に
赴
く
軍
士
五
〇
〇
人
に
、
各
々
馬
四
頭
を
与
え
る
為
に
支
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
至
大
三
年
の
羊
馬
購
入
費
七
万
錠
は
、
三
月
に
刑
部
尚
書
馬
児
を
甘
粛
に
派
遣
し
て
羊
馬
を
購
入
さ
せ
る
為
で
、
馬
の
購
入
費
三
万
錠
と
あ
る
の
は
、
雲
南
の
八
百

婦
討
伐
に
従
軍
す
る
蒙
古
軍
各
人
に
馬
一
頭
、
漢
軍
一
〇
人
に
二
頭
ず
つ
を
備
え
さ
せ
る
為
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
額
が
不
明
だ
が
、
直
沽
、
酸
棗
林
の
屯
軍
に
牛
と
農
具
を
購
入
す
る
為
の
鈔
九
一
五
八
錠
を
支
給
し
た
事
例
が
あ
る
(
)
。
武
宗
は
至
大
四
年
正
月
に
三
一
才
の
若
さ
で
歿
し
た
が
、
武
宗
朝
(
一
三
〇
八
〜
一
三
一
一)
で
は
馬
羊
現
物
の
賜
与
は
殆
ど
み
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
政
府
が
自
ら
馬
羊
の
買
い
付
け
に
当
た
り
多
額
の
鈔
を
支
出
し
て
い
た
と
い
え
る
。
三
月
に
弟
仁
宗
が
即
位
し
、
朝
会
に
金
四
万
一
六
五
〇
両
、
銀
一
八
六
万
六
七
〇
〇
両
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
莫
大
な
賜
与
を
行
な
っ
た
。
一
方
で
や
は
り
こ
の
年
は
馬
羊
関
連
の
賜
与
が
な
く
、
こ
の
点
従
来
と
同
様
で
あ
る
。
皇
慶
元
年
(
一
三
一
二)
に
示
し
た
牛
二
〇
〇
〇
頭
は
、
二
月
に
称
海
の
屯
田
に
支
給
し
、
羊
馬
価
鈔
は
六
月
に
嶺
北
、
甘
粛
の
守
備
軍
の
困
窮
者
に
支
給
し
た
も
の
で
あ
る
(
)
。
皇
慶
二
年
に
は
久
し
振
り
に
馬
等
現
物
の
賜
与
が
あ
っ
た
。
表
示
の
馬
一
万
頭
は
、
六
月
に
幽
王
南
忽
里
麾
下
の
困
窮
し
て
い
る
軍
士
に
賜
わ
り
、
駝
三
六
頭
は
四
月
に
寿
寧
公
主
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
馬
の
大
量
賜
与
は
大
徳
八
年
以
来
で
あ
る
。
延
祐
元
年
(
一
三
一
四)
に
は
賜
与
が
な
く
、
延
祐
二
年
も
数
量
を
確
認
で
き
な
い
事
例
だ
け
だ
が
、
六
月
に
再
び
幽
王
の
困
窮
し
て
い
る
部
民
を
救
済
す
る
為
、
馬
羊
購
入
用
の
鈔
を
支
給
し
た
。
更
に
七
月
に
は
屯
田
の
為
の
牛
を
支
給
し
、
一
二
月
に
北
辺
の
軍
に
鈔
を
支
給
し
て
羊
馬
を
購
入
さ
せ
た
(
)
。
延
祐
三
、
四
年
は
事
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
延
祐
五
年
に
表
示
し
た
馬
羊
価
鈔
一
四
万
五
九
九
二
錠
は
、
七
月
に
欽
察
衛
の
軍
士
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
、
九
月
に
も
額
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
北
辺
の
軍
に
馬
価
鈔
を
支
給
し
た
。
牛
羊
購
入
の
為
の
二
万
錠
と
あ
る
の
は
、
三
月
に
晋
王
也
孫
鉄
木
児
の
所
部
で
困
窮
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
米
四
一
五
〇
石
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
(
)
、
馬
一
万
頭
を
購
入
と
あ
る
の
は
、
困
窮
し
て
い
る
幽
王
南
忽
里
の
部
民
に
支
給
す
る
為
に
甘
粛
で
買
い
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
幽
王
へ
の
援
助
は
皇
慶
二
年
、
延
祐
二
年
に
続
く
も
の
で
、
幽
王
の
部
民
の
困
窮
が
甚
だ
し
く
、
仁
宗
に
対
す
る
救
援
要
請
が
強
硬
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
四
月
に
も
屯
田
の
為
の
牛
、
種
、
農
具
を
購
入
さ
せ
る
た
め
に
鈔
一
万
錠
を
支
給
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
こ
の
中
で
牛
に
当
て
た
額
が
確
認
で
き
な
い
(
)
。
延
祐
六
年
に
示
し
た
馬
一
万
頭
、
羊
一
〇
万
頭
は
、
と
も
に
閏
八
月
に
嘉
王
晃
火
鉄
木
児
の
所
部
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
羊
が
賜
与
さ
れ
た
の
は
世
相
朝
以
来
で
あ
る
。
馬
購
入
の
為
の
鈔
一
万
余
錠
は
、
七
月
に
木
憐
、
麥
該
両
駅
の
駅
馬
を
買
い
付
け
る
為
の
支
出
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
頭
数
は
不
明
だ
が
北
辺
の
守
備
に
当
た
る
者
を
自
給
さ
せ
る
為
に
馬
羊
牛
を
分
給
し
た
事
例
が
あ
る
(
)
。
一
〇
延
祐
七
年
(
一
三
二
〇)
正
月
に
仁
宗
が
歿
し
、
子
の
英
宗
が
三
月
に
即
位
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
仁
宗
朝
を
通
じ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
皇
慶
二
年
と
延
祐
六
年
に
か
ぎ
ら
れ
る
が
、
か
な
り
の
馬
羊
の
現
物
が
賜
与
さ
れ
た
。
一
方
、
政
府
が
馬
羊
を
民
間
か
ら
買
い
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
増
え
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
皇
慶
元
年
、
延
祐
五
年
に
は
ま
だ
馬
価
鈔
や
馬
羊
価
鈔
の
名
称
が
み
え
る
が
、
次
の
英
宗
朝
以
後
は
殆
ど
み
ら
れ
な
く
な
る
。
馬
価
鈔
や
馬
羊
価
鈔
は
、
あ
く
ま
で
受
給
者
が
そ
の
鈔
で
馬
羊
を
購
入
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
前
田
直
典
氏
の
｢
馬
匹
官
定
価
格
変
遷
表｣
に
よ
れ
ば
、
当
時
馬
価
の
上
昇
は
著
し
く
、
延
祐
二
、
四
、
六
年
に
は
中
統
元
年
の
一
五
倍
に
当
た
る
三
〇
〇
両
に
及
ん
だ
と
い
う
。
馬
価
鈔
を
支
給
し
て
馬
匹
を
購
入
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
実
際
に
は
困
難
で
、
結
局
、
政
府
が
強
権
を
背
景
に
、
賜
与
に
当
て
る
為
の
馬
匹
を
買
い
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
英
宗
は
延
祐
七
年
三
月
に
即
位
す
る
と
大
規
模
な
朝
会
賜
与
を
行
な
い
、
そ
の
賜
与
額
は
金
五
〇
〇
〇
両
、
銀
は
七
八
万
両
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
金
銀
の
賜
与
が
多
か
っ
た
年
に
は
馬
羊
関
連
の
賜
与
は
少
な
か
っ
た
が
、
こ
の
年
は
様
相
が
異
な
り
馬
羊
の
賜
与
も
こ
れ
ま
で
に
な
く
多
か
っ
た
。
表
示
の
数
の
内
訳
け
は
、
三
月
に
羊
五
〇
万
頭
、
馬
一
〇
万
頭
を
買
い
付
け
て
北
辺
の
困
窮
者
に
支
給
し
、
四
月
に
馬
三
万
頭
を
収
用
し
て
蒙
古
人
の
流
民
に
与
え
、
七
月
に
馬
三
万
頭
、
羊
四
万
頭
を
購
入
し
て
辺
軍
の
困
窮
者
に
支
給
し
た
も
の
の
合
計
で
あ
る
(
)
。
こ
の
費
用
は
恐
ら
く
鈔
で
支
出
さ
れ
、
そ
の
頭
数
か
ら
み
て
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
は
例
外
的
に
金
銀
と
馬
羊
の
賜
与
が
双
方
と
も
多
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
金
銀
を
用
い
た
朝
会
賜
与
の
対
象
に
注
目
す
る
と
宗
室
、
諸
王
、
百
官
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
馬
羊
の
受
給
者
は
全
て
困
窮
者
や
流
民
で
あ
る
。
従
来
の
よ
う
に
馬
羊
と
金
銀
の
賜
与
が
表
裏
の
関
係
に
あ
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
受
給
者
が
宗
室
、
諸
王
、
百
官
の
場
合
で
あ
り
、
こ
の
年
は
金
銀
の
賜
与
と
馬
羊
の
支
給
の
趣
旨
が
異
な
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
朝
会
賜
与
の
額
に
注
目
す
る
と
、
英
宗
の
朝
会
で
の
金
銀
賜
与
額
も
莫
大
で
は
あ
る
が
、
至
大
四
年
の
父
帝
仁
宗
は
金
四
万
余
両
、
銀
一
八
六
万
余
両
で
、
次
の
泰
定
帝
に
よ
る
至
治
三
年
の
賜
与
も
金
三
万
五
五
〇
〇
両
、
銀
一
六
五
万
一
五
〇
〇
両
に
の
ぼ
る
。
英
宗
の
場
合
そ
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
が
保
有
金
銀
の
涸
渇
に
よ
る
の
か
、
或
い
は
他
の
原
因
が
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
父
帝
の
賜
与
は
わ
ず
か
九
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
宗
室
、
諸
王
の
間
に
は
賜
与
額
に
つ
い
て
の
不
満
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
英
宗
と
し
て
は
父
帝
ほ
ど
の
賜
与
が
で
き
な
い
理
由
を
別
な
か
た
ち
で
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
至
治
元
年
(
一
三
二
一)
に
示
し
た
牝
馬
は
全
体
の
頭
数
が
分
ら
な
い
が
、
八
月
に
困
窮
者
に
対
し
て
戸
ご
と
に
二
頭
ず
つ
支
給
し
た
も
の
で
あ
る
(
)
。
至
治
二
年
に
は
事
例
が
な
く
、
三
年
に
表
示
し
た
鈔
二
〇
万
錠
は
、
嶺
北
守
備
の
軍
士
に
人
ご
と
に

馬
つ
ま
り
去
勢
馬
二
頭
、
牝
馬
二
頭
、
羊
一
五
頭
を
支
給
す
る
為
の
購
入
費
用
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
海
剌
禿
の
屯
田
の
貧
民
に
牛
と
農
具
の
購
入
費
と
し
て
鈔
九
三
六
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
事
例
が
あ
る
が
、
そ
の
受
給
者
は
軍
と
貧
民
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
至
治
三
年
は
泰
定
帝
が
宗
室
、
諸
王
に
莫
大
な
朝
会
賜
与
を
行
な
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
も
金
銀
賜
与
と
馬
羊
関
連
の
支
出
が
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
英
宗
が
暗
殺
さ
れ
た
の
が
八
月
で
、
世
系
を
異
に
す
る
泰
定
帝
の
即
位
が
九
月
で
あ
る
。
馬
羊
の
購
入
と
支
給
は
五
月
と
七
月
で
英
宗
の
命
ず
一
一
る
と
こ
ろ
で
あ
り
(
)
、
朝
会
賜
与
を
実
施
し
た
泰
定
帝
の
即
位
後
に
馬
羊
関
連
の
賜
与
の
事
例
は
な
い
。
泰
定
元
年
(
一
三
二
四)
は
数
量
不
明
の
事
例
が
多
い
が
、
四
月
に
親
王
ら
に
馬
駝
を
、
北
庭
の
軍
に
羊
馬
を
、
昌
王
八
剌
失
里
に
馬
羊
駝
を
賜
わ
っ
た
三
例
が
あ
る
。
牝
馬
一
万
頭
の
購
入
と
あ
る
の
は
馬
乳
酒
を
作
る
た
め
で
賜
与
に
備
え
た
も
の
で
は
な
い
(
)
。
泰
定
二
、
三
、
四
年
、
致
和
元
年
と
事
例
は
み
ら
れ
な
い
。
当
時
、
財
政
難
か
ら
皇
帝
の
馬
の
飼
養
数
を
減
ら
し
、
諸
王
へ
の
賜
与
も
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
賜
与
の
余
裕
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
(
)
。
致
和
元
年
七
月
に
泰
定
帝
が
歿
す
る
と
、
内
乱
を
経
て
一
〇
月
に
和
林
で
明
宗
が
即
位
し
た
。
こ
の
間
の
天
暦
元
年
(
一
三
二
八)
に
表
示
し
た
の
は
、
一
〇
月
に
馬
一
〇
〇
〇
頭
を
購
入
し
て
出
征
の
軍
士
に
支
給
し
た
も
の
と
、
同
月
に
河
北
諸
路
で
収
用
し
た
二
六
〇
〇
頭
の
う
ち
六
〇
〇
頭
を
四
宿
衛
に
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
暦
二
年
に
は
事
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
至
順
元
年
(
一
三
三
〇)
に
示
し
た
鈔
三
〇
〇
〇
錠
は
、
奉
元
の
駅
馬
が
瘠
死
し
、
陝
西
行
省
に
命
じ
て
馬
を
購
入
し
て
こ
こ
に
補
充
さ
せ
た
費
用
で
あ
る
。
至
順
二
年
の
事
例
は
、
太
祖
四
大
行
帳
で
朔
方
に
留
ま
っ
て
い
る
者
の
馬
駝
が
多
く
死
損
し
た
の
で
、
内
史
府
に
命
じ
て
買
い
付
け
て
支
給
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
寧
宗
、
順
帝
朝
(
一
三
三
二
〜
一
三
六
八)
に
は
事
例
そ
の
も
の
が
殆
ど
み
ら
れ
な
く
な
る
(
)
。
一
方
、
泰
定
の
末
頃
か
ら
馬
羊
の
斃
死
と
政
府
に
よ
る
飼
料
供
給
の
記
事
が
頻
繁
に
み
ら
れ
、
管
理
体
制
が
弛
緩
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
(
)
。
至
正
一
二
年
に
は
出
征
軍
の
馬
が
不
足
し
て
、
幣
帛
各
一
〇
万
匹
で
馬
を
買
い
付
け
、
一
四
年
に
は
軍
用
に
供
す
る
為
に
北
辺
の
馬
を
保
有
し
て
い
る
家
か
ら
一
〇
頭
に
二
頭
の
割
合
い
で
、
一
頭
当
た
り
一
〇
錠
で
買
い
あ
げ
た
(
)
。
馬
羊
が
欠
乏
す
る
な
か
で
、
賜
与
は
お
ろ
か
政
府
自
体
が
必
要
な
馬
の
買
い
付
け
に
苦
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
成
宗
朝
以
後
、
現
物
で
賜
与
あ
る
い
は
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
馬
八
万
三
六
〇
〇
頭
、
羊
一
〇
万
頭
、
牛
二
〇
〇
〇
頭
、
駝
三
六
頭
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
支
給
の
為
に
政
府
が
買
い
上
げ
た
馬
羊
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
が
実
際
に
支
給
さ
れ
た
と
す
れ
ば
こ
の
分
を
加
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
世
祖
朝
と
比
べ
て
み
る
と
馬
は
二
分
の
一
、
羊
は
五
分
の
一
、
牛
も
五
分
の
一
と
な
り
、
三
〇
余
年
間
の
世
祖
朝
か
ら
み
る
と
成
宗
以
後
の
七
〇
余
年
間
に
馬
羊
牛
の
賜
与
が
非
常
に
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
武
宗
朝
以
後
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
鈔
は
世
祖
朝
の
一
三
二
万
八
九
八
一
錠
に
対
し
て
一
三
五
万
八
一
二
錠
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
成
宗
朝
以
後
の
分
に
は
馬
羊
価
鈔
等
の
か
た
ち
で
賜
与
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
政
府
が
馬
羊
の
買
い
付
け
に
支
出
し
た
額
も
ふ
く
め
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
も
勘
案
し
て
元
朝
の
馬
羊
牛
の
賜
与
を
通
観
す
る
と
、
成
宗
朝
以
後
に
全
体
的
に
減
少
す
る
と
と
も
に
、
内
容
的
に
は
現
物
か
ら
鈔
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
わ
り
に
元
一
代
の
馬
羊
牛
と
こ
れ
に
関
連
す
る
支
出
は
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
馬
二
四
万
七
八
四
六
頭
、
羊
六
四
万
四
六
〇
〇
頭
、
牛
一
万
二
七
一
一
頭
、
駝
三
一
六
頭
、
驢
四
九
四
〇
頭
、
銀
一
八
万
七
九
〇
〇
両
、
幣
帛
二
〇
〇
〇
匹
、
鈔
二
六
七
万
九
一
二
七
九
三
錠
に
の
ぼ
っ
た
。
賜
与
の
主
た
る
対
象
は
宗
室
、
諸
王
、
軍
で
あ
り
、
こ
れ
に
賑
恤
の
一
環
と
し
て
の
困
窮
者
が
加
わ
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
が
元
朝
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
数
量
や
形
態
に
は
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
。
世
祖
朝
の
三
〇
余
年
の
う
ち
最
初
の
一
〇
年
ほ
ど
は
事
例
が
ご
く
少
な
い
。
内
容
的
に
は
中
統
年
間
は
銀
に
よ
る
賜
与
が
主
で
あ
り
、
至
元
に
入
っ
て
鈔
も
現
れ
る
が
馬
羊
現
物
の
賜
与
は
な
い
。
至
元
七
年
に
至
っ
て
馬
羊
そ
の
も
の
が
始
め
て
大
規
模
に
賜
与
さ
れ
、
九
、
一
一
年
の
賜
与
も
か
な
り
の
頭
数
に
の
ぼ
り
、
こ
の
間
、
至
元
八
年
に
は
鈔
に
よ
る
賜
与
も
一
段
と
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
。
海
都
の
乱
の
激
化
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
至
元
七
年
以
後
、
数
量
不
明
の
年
も
少
な
く
な
い
が
馬
羊
現
物
と
羊
馬
価
鈔
の
賜
与
が
恒
常
化
し
、
頻
繁
に
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
至
元
二
一
年
頃
か
ら
数
量
が
増
加
し
始
め
二
三
、
二
四
、
二
五
年
に
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
背
景
に
は
南
海
方
面
へ
の
出
兵
、
海
都
の
乱
の
危
機
的
状
況
、
至
元
鈔
の
印
行
等
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
至
元
二
六
年
以
後
は
馬
羊
の
現
物
賜
与
が
低
調
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
宗
室
、
諸
王
に
対
す
る
金
銀
賜
与
が
急
増
し
て
い
た
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
以
後
の
諸
帝
が
即
位
を
祝
う
朝
会
賜
与
で
多
額
の
金
銀
が
賜
与
さ
れ
た
年
に
は
、
馬
羊
関
連
の
も
の
が
殆
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
、
馬
羊
の
現
物
賜
与
が
減
少
し
た
時
期
も
羊
馬
牛
価
鈔
は
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
、
最
後
の
至
元
三
〇
年
に
は
四
三
万
錠
に
も
達
し
た
。
次
の
成
宗
朝
で
は
ま
だ
馬
羊
の
現
物
賜
与
も
か
な
り
み
ら
れ
る
が
、
鈔
の
比
重
が
一
段
と
増
し
、
成
宗
朝
を
通
じ
て
八
四
万
錠
に
達
し
た
。
成
宗
朝
の
後
半
か
ら
、
武
宗
、
明
宗
朝
で
は
賜
与
の
事
例
そ
の
も
の
が
減
少
し
、
一
方
で
政
府
が
多
額
の
鈔
を
支
出
し
て
馬
羊
を
買
い
付
け
る
ケ
ー
ス
が
め
だ
っ
て
く
る
。
更
に
英
宗
朝
以
後
に
な
る
と
馬
羊
牛
価
鈔
と
い
う
名
称
が
殆
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
馬
羊
牛
価
鈔
は
本
来
受
領
し
た
者
が
そ
れ
で
馬
羊
牛
を
購
入
す
る
趣
旨
の
も
の
だ
が
、
馬
羊
牛
の
値
上
り
或
い
は
鈔
価
の
下
落
に
よ
っ
て
購
入
が
困
難
に
な
り
、
政
府
が
強
権
を
背
景
に
買
い
付
け
に
努
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
泰
定
朝
以
降
は
賜
与
の
事
例
そ
の
も
の
が
殆
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
賜
与
の
形
態
は
馬
羊
そ
の
も
の
か
ら
馬
羊
牛
価
鈔
に
移
行
し
、
や
が
て
そ
れ
も
意
味
を
も
た
な
く
な
り
、
政
府
み
ず
か
ら
買
い
付
け
に
腐
心
し
た
が
充
分
な
馬
羊
を
確
保
で
き
ず
、
賜
与
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
羊
牛
の
賜
与
の
あ
り
か
た
は
世
祖
朝
に
で
き
あ
が
り
、
成
宗
朝
以
降
は
そ
れ
が
徐
々
に
衰
退
し
て
ゆ
く
過
程
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
賜
与
に
は
非
常
に
多
様
な
物
品
が
用
い
ら
れ
た
が
、
本
稿
で
は
馬
、
羊
、
牛
等
の
家
畜
に
注
目
し
、
そ
の
数
量
や
賜
与
の
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
今
後
、
金
、
銀
、
鈔
や
他
の
物
品
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
、
元
朝
の
賜
与
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
註
(
１)
賜
与
に
つ
い
て
は
小
林
新
三
｢
元
朝
に
お
け
る
銀
の
賜
与
に
つ
い
て｣
(『
元
史
刑
法
志
の
研
究
澤
註』
教
育
書
籍
、
一
九
六
二
、
そ
の
後
大
空
社
・
ア
ジ
ア
学
叢
書
八
五
に
収
録)
が
あ
り
、
元
代
の
財
政
に
関
し
て
は
植
松
正
『
元
代
江
南
政
治
社
会
史
研
究』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
七)
、
高
橋
弘
臣
『
元
朝
貨
幣
政
策
成
立
過
程
の
研
究』
(
東
洋
書
院
、
二
〇
〇
〇)
、
佐
伯
富
｢
元
代
に
お
け
る
塩
政｣
(『
東
洋
学
報』
六
六
―
一
三
一
〜
四
、
一
九
八
五)
、
太
田
弥
一
郎
｢
元
朝
の
秋
租
減
免
令
を
め
ぐ
っ
て｣
(『
東
北
大
東
洋
史
論
集』
三
、
一
九
八
〇)
、
徳
永
洋
介
｢
元
代
税
務
官
制
考｣
(『
史
泉』
六
八
、
一
九
八
八)
、
市
丸
智
子
｢
元
代
貨
幣
の
貫
文
・
錠
両
単
位
の
別
に
つ
い
て
―
黒
城
出
土
及
び
徽
州
契
約
文
書
を
中
心
と
し
て
―｣
(『
社
会
経
済
史
研
究』
六
八
―
三
、
二
〇
〇
二)
、
船
田
善
之
｢
元
代
史
料
と
し
て
の
旧
本
『
老
乞
大』
―
鈔
と
物
価
の
記
載
を
中
心
と
し
て
―｣
(『
東
洋
学
報』
八
三
―
一
、
二
〇
〇
一)
、
宮
澤
知
之
『
宋
代
中
国
の
国
家
と
経
済』
(
創
文
社
、
一
九
九
八)
、｢
元
代
後
半
期
の
幣
制
と
そ
の
崩
壊｣
(『
鷹
陵
史
学』
二
七
、
二
〇
〇
一)
等
の
研
究
が
あ
る
。
(
２)
氏
は
｢
元
朝
時
代
に
於
け
る
紙
幣
の
価
値
変
動｣
(『
歴
史
学
研
究』
一
二
六
号
、
一
九
四
八
年
、
後
に
『
元
朝
史
の
研
究』
〈
東
大
出
版
会
・
一
九
七
三
年
〉
に
収
録)
で
馬
価
に
つ
い
て
も
考
察
し
｢
馬
匹
官
定
価
格
変
遷
表｣
を
附
し
て
お
ら
れ
る
。
(
３)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
中
統
四
年
正
月
甲
午
の
条
に
給
鈔
賑
益
都
路
貧
民
之
無
牛
者
。
と
あ
り
、
八
月
甲
寅
の
条
に
給
鈔
付
劉
整
市
牛
屯
田
。
と
あ
る
。
(
４)
『
元
史』
世
祖
本
紀
、
至
元
一
二
年
九
月
乙
亥
の
条
に
賜
西
平
王
所
部
鴨
城
戍
兵
、
人
馬
三
匹
。
と
あ
る
(
５)
『
元
史』
世
祖
本
紀
、
至
元
一
三
年
七
月
壬
寅
の
条
に
以
李
庭
出
征
、
賞
其
部
将
李
承
慶
等
、
鈔
・
馬
・
衣
服
・
甲
仗
有
差
。
と
あ
り
、
一
〇
月
乙
亥
の
条
に
賜
皇
子
北
平
出
征
軍
士
貧
乏
者
羊
・
馬
・
幣
帛
有
差
。
と
あ
り
、
一
二
月
庚
寅
の
条
に
賜
諸
王
乃
蛮
帯
等
羊
馬
価
。
と
あ
る
。
(
６)
『
元
史』
世
祖
本
紀
、
至
元
一
六
年
二
月
丙
午
の
条
に
以
斡
端
境
内
蒙
古
軍
耗
乏
、
并
漢
軍
新
附
軍
等
、
賜
馬
牛
羊
及
驢
価
鈔
・
衣
服
・
弓
矢
・
鞍
勒
各
有
差
。
と
あ
り
、
五
月
丙
子
の
条
に
賜
皇
子
奥
魯
赤
・

里
答
等
及
千
戸
伯
牙
兀
帯
所
部
軍
及
和
州
站
戸
羊
・
馬
・
鈔
各
有
差
。
と
あ
り
、
六
月
甲
辰
の
条
に
は
賜
諸
王
所
部
銀
・
鈔
・
衣
服
・
幣
帛
・
鞍
勒
・
弓
矢
及
羊
馬
価
鈔
等
各
有
差
。
と
あ
り
、
七
月
癸
酉
の
条
に
賜
諸
王
納
里
忽
所
部
有
功
将
校
銀
・
鈔
・
衣
装
・
幣
帛
・
羊
・
馬
有
差
。
と
あ
る
。
(
７)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
一
七
年
二
月
辛
丑
の
条
に
又
賜
四
川
貧
民
及
兀
剌
帯
等
馬
牛
羊
価
鈔
。
と
あ
り
、
三
月
辛
未
の
条
に
賜
忙
古
帯
等
羊
・
馬
及
皇
子
南
木
合
下
羊
馬
価
。
と
あ
り
、
六
月
戊
戌
の
条
に
賜
忽
烈
禿
・
忽
不
剌
等
将
士
力
戦
者
銀
・
鈔
、
及
給
折
可
察
児
等
軍
士
羊
馬
価
鈔
各
有
差
。
と
あ
り
、
八
月
癸
巳
の
条
に
賜
闊
里
吉
思
等
鈔
、
迷
里
兀
合
等
羊
馬
、
怯
魯
憐
等
牛
羊
馬
価
、
及
東
宮
位
下
怯
一
四
憐
口
等
粟
・
帛
。
と
あ
る
。
(
８)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
一
八
年
六
月
壬
辰
の
条
に
賜
皇
子
南
木
合
所
部
工
匠
羊
馬
価
鈔
。
と
あ
り
、
八
月
壬
辰
の
条
に
賜
歓
只
兀
部
及
滅
乞
里
等
羊
馬
価
、
及
衆
家
奴
等
助
軍
羊
馬
鈔
。
と
あ
り
、
閏
八
月
壬
戌
の
条
に
償
站
匠
等
助
軍
羊
馬
価
。
と
あ
り
、
九
月
壬
辰
の
条
に
賜
怯
憐
口
及
四
斡
耳
朶
下
与
范
文
虎
所
部
将
士
羊
馬
・
衣
服
・
幣
帛
有
差
。
と
あ
り
、
一
〇
月
辛
酉
の
条
に
賜
劉
天
錫
等
銀
・
幣
、
勝
兀
剌
等
羊
馬
鈔
、
諸
王
阿
只
吉
等
馬
・
羊
・
牛
各
有
差
。
と
あ
り
、
一
二
月
丙
辰
の
条
に
償
阿
只
吉
等
助
軍
馬
価
。
と
あ
る
。
(
９)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
一
九
年
三
月
辛
酉
朔
の
条
に
烏
蒙
民
叛
、
敕
那
懐
・
火
魯
思
迷
、
率
蒙
古
・
漢
人
新
附
軍
討
之
。
賞
忽
都
答
児
等
戦
功
牛
・
羊
・
馬
。
と
あ
り
、
六
月
己
酉
の
条
に
賞
太
子
府
宿
衛
軍
禦
盗
之
功
、
給
鈔
・
馬
有
差
。
と
あ
り
、
一
一
月
戊
寅
の
条
に
賜
貧
乏
者
合
納
塔
児
・
八
只
等
羊
馬
鈔
。
と
あ
り
、
一
二
月
癸
卯
の
条
に
賜
皇
子
北
安
王
位
下
塔
察
児
等
馬
・
牛
・
羊
各
有
差
。
と
あ
る
。
(
10)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
二
〇
年
三
月
己
卯
の
条
に
給
各
衛
軍
出
征
馬
価
鈔
。
と
あ
り
、
三
月
壬
午
の
条
に
賜
皇
子
北
平
王
所
部
馬
・
羊
・
牛
各
有
差
。
と
あ
り
、
七
月
庚
辰
の
条
に
償
怯
児
合
思
等
羊
馬
価
鈔
。
と
あ
り
、
八
月
庚
戌
の
条
に
賜
皇
子
北
安
王
所
部
軍
鈔
・
羊
・
馬
。
と
あ
り
、
一
一
月
戊
辰
の
条
に
給
諸
王
所
部
撒
合
児
・
兀
魯
等
羊
・
馬
、
以

其
乏
。
と
あ
る
。
(
11)
『
元
史』
世
相
本
紀
・
至
元
二
二
年
一
〇
月
戊
午
の
条
に
都
護
府
言
、
合
剌
禾
州
民
饑
、
戸
給
牛
二
頭
・
種
二
石
、
更
給
鈔
一
十
一
万
六
千
四
百
錠
、
糴
米
六
万
四
百
石
、
為
四
月
糧
賑
之
。
と
あ
る
。
(
12)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
二
七
年
正
月
庚
申
の
条
に
給
滕
竭
児
回
回
屯
田
三
千
戸
牛
・
種
。
と
あ
り
、
正
月
丙
寅
の
条
に
賜
河
西
質
子
軍
五
百
人
馬
。
と
あ
る
。
(
13)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
二
八
年
二
月
己
卯
の
条
に
一
五
以
上
都
虎
賁
士
二
千
人
屯
田
、
官
給
牛
・
具
・
農
器
、
用
鈔
二
万
錠
。
と
あ
る
。
(
14)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
二
九
年
九
月
甲
申
の
条
に
烏
思
蔵
宣
慰
司
言
｢
由
必
里
公
反
後
、
站
駅
遂
絶
・
民
貧
無
可
供
億
。｣
命
給
烏
思
蔵
五
駅
、
各
馬
百
・
牛
二
百
・
羊
五
百
、
皆
以
銀
、
軍
七
百
三
十
六
戸
、
戸
銀
百
五
十
両
。
と
あ
り
、
一
二
月
壬
子
の
条
に
敕
中
書
省
用
烏
思
蔵
站
例
、
給
合
里
・
忽
必
二
站
馬
牛
羊
、
凡
為
銀
九
千
五
百
両
。
と
あ
る
。
(
15)
『
元
史』
世
祖
本
紀
・
至
元
三
〇
年
二
月
己
丑
の
条
に
益
上
都
屯
田
軍
千
人
、
給
農
具
・
牛
価
鈔
五
千
錠
、
以
木
八
剌
沙
董
之
。
と
あ
る
。
(
16)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
元
貞
元
年
三
月
丙
辰
の
条
に
遣
密
剌
章
、
以
鈔
五
万
錠
授
征
西
元
帥
、
令
市
馬
万
匹
、
分
賜
二
十
四
城
貧
乏
軍
校
。
と
あ
り
、
軍
官
達
が
実
際
に
支
給
さ
れ
る
の
は
馬
で
あ
ろ
う
が
、
政
府
が
支
出
し
た
の
は
鈔
な
の
で
鈔
と
し
て
表
示
し
た
。
(
17)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
大
徳
元
年
一
一
月
丁
丑
の
条
に
総
帥
汪
惟
和
以
所
部
軍
、
屯
田
沙
州
・
瓜
州
、
給
中
統
鈔
二
万
三
千
二
百
余
錠
、
置
種
・
牛
・
田
具
。
と
あ
る
が
牛
の
購
入
に
当
て
た
額
が
分
ら
な
い
。
(
18)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
大
徳
三
年
四
月
己
卯
の
条
に
賜
和
林
軍
鈔
五
十
万
錠
・
帛
四
十
万
匹
・
糧
二
万
石
、
仍
命
和
林
宣
慰
司
市
馬
五
千
匹
給
之
。
と
あ
り
、
莫
大
な
金
品
が
賜
与
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
か
ら
支
出
さ
れ
る
筈
の
馬
の
購
入
費
が
分
ら
な
い
。
前
田
直
典
氏
は
『
大
元
馬
政
記』
に
よ
り
大
徳
三
年
の
馬
価
二
五
〇
両
と
い
う
例
を
示
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
を
適
用
す
れ
ば
二
万
五
〇
〇
〇
錠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(
19)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
大
徳
四
年
一
二
月
癸
巳
の
条
に
遣
劉
深
・
合
剌
帯
・
鄭
祐
、
将
兵
二
万
人
、
征
八
百

婦
、
仍
敕
雲
南
省
毎
軍
十
人
給
馬
五
匹
、
不
足
則
補
之
以
牛
。
と
あ
る
。
翌
五
年
正
月
庚
戌
の
条
に
給
征
八
百

婦
軍
鈔
、
総
計
九
万
二
千
余
錠
。
と
あ
り
、
こ
の
軍
に
は
翌
月
に
改
め
て
多
額
の
鈔
が
支
給
さ
れ
た
。
(
20)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
大
徳
五
年
三
月
己
巳
、
七
月
癸
亥
の
条
。
(
21)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
大
徳
六
年
正
月
丙
午
・
二
月
癸
酉
の
条
。
(
22)
『
元
史』
成
宗
本
紀
・
大
徳
八
年
一
一
月
壬
申
の
条
に
寧
遠
王
闊
闊
出
以
馬
万
五
百
匹
給
軍
、
命
以
鈔
五
万
二
千
五
百
余
錠
償
其
直
。
と
あ
り
、
一
〇
月
辛
巳
の
条
に
給
諸
王
阿
只
吉
所
部
馬
料
価
鈔
三
千
九
百
錠
。
と
あ
る
。
(
23)
『
元
史』
武
宗
本
紀
・
至
大
元
年
九
月
庚
辰
の
条
に
中
書
省
臣
言
｢
奉
旨
、
連
歳
不
登
、
従
駕
四
衛
、
一
衛
約
四
百
人
、
所
給
芻
粟
自
如
常
例
、
給
各
部
者
減
半
。
臣
等
議
、
大
都
去
歳
飼
馬
九
万
四
千
匹
、
今
請
減
為
五
万
匹
、
外
路
飼
馬
十
一
万
九
千
余
匹
、
今
請
減
為
六
万
匹
、
自
十
月
十
五
日
為
始
。｣
〜
並
従
之
。
一
六
と
あ
る
。
(
24)
『
元
史』
武
宗
本
紀
・
至
大
三
年
四
月
庚
戌
の
条
。
(
25)
『
元
史』
仁
宗
本
紀
・
皇
慶
元
年
六
月
己
巳
の
条
。
(
26)
『
元
史』
仁
宗
本
紀
・
延
祐
二
年
七
月
乙
卯
の
条
に
敕
阿
速
衛
戸
貧
乏
者
、
給
牛
・
種
・
耕
具
、
於
連
怯
烈
地
屯
田
。
と
あ
り
、
一
二
月
癸
巳
の
条
に
給
鈔
買
羊
馬
、
賑
北
辺
諸
軍
。
と
あ
る
。
(
27)
『
元
史』
仁
宗
本
紀
・
延
祐
五
年
三
月
癸
酉
の
条
に
晋
王
也
先
鉄
木
児
部
貧
乏
、
賑
米
四
千
一
百
五
十
石
、
仍
賜
鈔
二
万
錠
、
買
牛
羊
孳
畜
。
と
あ
り
、
こ
れ
に
先
立
つ
正
月
丁
亥
の
条
に
も
賑
晋
王
也
孫
鉄
木
児
等
部
貧
乏
者
。
と
あ
り
、
晋
王
の
部
民
の
困
窮
が
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
(
28)
『
元
史』
仁
宗
本
紀
・
延
祐
五
年
四
月
庚
子
の
条
。
(
29)
『
元
史』
仁
宗
本
紀
・
延
祐
六
年
六
月
庚
戌
の
条
。
(
30)
『
元
史』
英
宗
本
紀
・
延
祐
七
年
三
月
庚
子
の
条
に
市
羊
五
十
万
・
馬
十
万
、
贍
北
辺
貧
乏
者
。
と
あ
り
、
四
月
壬
戌
の
条
に
括
馬
三
万
匹
、
給
蒙
古
流
民
、
遣
還
其
部
。
と
あ
り
、
七
月
壬
午
の
条
に
市
馬
三
万
・
羊
四
万
、
給
辺
軍
貧
乏
者
。
と
あ
る
。
(
31)
『
元
史』
英
宗
本
紀
・
至
治
元
年
八
月
庚
戌
の
条
。
(
32)
『
元
史』
英
宗
本
紀
・
至
治
三
年
五
月
乙
卯
、
七
月
癸
卯
の
条
。
(
33)
『
元
史』
泰
定
本
紀
・
泰
定
元
年
四
月
辛
酉
の
条
に
親
王
図
帖
睦
爾
至
自
潭
州
、
及
王
禅
、
皆
賜
車
帳
・
駝
・
馬
。
と
あ
り
、
同
月
甲
子
の
条
に
賜
北
庭
的
撒
児
兀
魯
軍
羊
馬
。
と
あ
り
、
同
月
丙
寅
の
条
に
賜
昌
王
八
剌
失
里
牛
・
馬
・

駝
。
と
あ
り
、
八
月
庚
申
の
条
に
市
牝
馬
万
匹
取

洒
。
と
あ
る
。
(
34)
『
元
史』
泰
定
本
紀
・
泰
定
二
年
五
月
丙
子
の
条
に
旭
邁
傑
等
以
国
用
不
足
、
請
減

馬
、
汰
衛
士
、
及
節
諸
王
濫
賜
。
従
之
。
と
あ
る
。
(
35)
『
元
史』
順
帝
本
紀
・
至
元
十
五
年
閏
正
月
壬
寅
の
条
に
よ
れ
ば
、
各
衛
の
軍
士
を
京
畿
で
屯
田
さ
せ
る
為
に
、
各
人
に
鈔
五
錠
を
支
給
し
牛
・
種
・
農
具
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
と
あ
る
が
、
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
た
か
分
ら
な
い
。
又
、
至
正
一
六
年
二
月
己
卯
の
条
に
は
賜
定
住
篤
憐
赤
・
怯
薛
丹
三
十
名
、
給
衣
糧
・
馬
匹
・
草
料
。
と
あ
る
が
こ
れ
も
極
く
わ
ず
か
な
数
で
あ
る
。
(
36)
た
と
え
ば
『
元
史』
文
宗
本
紀
・
至
順
二
年
一
一
月
壬
申
朔
の
条
に
雲
南
行
省
言
｢
亦
乞
不
薛
之
地
所
牧
国
馬
、
歳
給
塩
、
以
毎
月
上
寅
日
啖
之
、
則
馬
健
無
病
。
比
因
伯
忽
叛
乱
、
雲
南
塩
不
可
到
。
馬
多
病
死
。｣
詔
令
四
川
行
省
以
塩
一
七
給
之
。
と
あ
り
、
戦
乱
の
為
に
塩
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
多
く
の
馬
が
斃
死
す
る
よ
う
な
事
態
が
あ
っ
た
。
(
37)
『
元
史』
順
帝
本
紀
・
至
正
一
二
年
三
月
丁
卯
の
条
に
以
出
征
馬
少
、
出
幣
帛
各
一
十
万
匹
、
於

北
万
戸
・
千
戸
所
易
馬
。
と
あ
り
、
一
四
年
三
月
是
月
の
条
に
詔
和
買
馬
于
北
辺
以
供
軍
用
、
凡
有
馬
家
、
十
匹
内
和
買
二
匹
、
毎
匹
給
鈔
一
十
錠
。
と
あ
る
。
(
東
洋
史
学
専
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一
八
